
高度外国人材の誘致を目指した複合研究施設の提案
－滋賀県大津市琵琶湖湖畔における滞在型学術交流施設の設計－

　近年，各産業の現場において人材不足が深刻化しており、2016 年度の上位企業の多くは中国・米国資本の企業であり，日本の企業は上位

50 社にも入っていない。この打開策として，政府は高度外国人材の受け入れを積極的に進めている。しかし，優秀なエンジニアは，より高

給な国外の大手企業へと就職してしまい，日本への定着が難しい状況となっている。

　このように，高度外国人材の誘致が難しくなっている今，政府は留学生 30 万人計画など，労働人口の減少を補うための留学生誘致政策を

進めている。しかし，その所属先が日本語教育機関や専門学校へと偏ってしまっている。 将来，日本の産業を担うであろう優秀な人材に就

職先の国として選ばれるためのインセンティブを打ち出すことが求められている。

　そのインセンティブの一つとして考えられるのが日本の文化を生かしたウェルネスオフィスである。今日，人間自身の健康の改善に注目

が集まっており，利用者が健康であり続けることこそ，これからの建物に求められることであると認識され始めている。これは研究空間に

おいても同様で，従来のような様々な研究内容に対応するための均質な空間ではなく，外部環境の変化を取り入れた，人間らしく健康的な

労働環境が必要とされている。

　そこで本提案では，自然と共生する日本らしい生き方に着目した。留学生を含めた高度外国人材を対象とし，琵琶湖の美しい風景や温暖

な気候を取り入れた研究施設を提案する。



安全

歴史

[ 移民誘致の政策と社会的関心の高まり］

労働人口の減少を補う政策の一つとして移民の誘致が考えられている。高度人材だけでなく、高度人材誘致を見据えた留学生誘致を進める留学生 30 万人計画

など、幅広く移民の門戸を開きつつある日本であるが、移民政策では「誰」を対象とし、「どうやって」誘致するのかが非常に大切とされている。

企業

・株式会社東レリサーチセンター

・大塚製薬藤井記念研究所

・大塚食品琵琶湖研究所

琵琶湖に根付く日本的な歴史的要素を元に設計を行う

[ 少子高齢化の進行による労働人口の減少］

[ 高度外国人材と留学生］ [ 研究機関に属さない留学生の増加］

[ 各産業における外国人労働者への依存度］

01　高度外国人と留学生の日本への定着

01　豊かな自然環境を取り入れた研究環境

02　産官学連携による研究開発の促進

02　長い歴史・文化を参照し学びながら生きる生き方

03　地域や観光客に対する研究内容の発信

03　物理的にも精神的にも安全性の高い研究環境

[ 琵琶湖に関する研究機関の充実］

[ 日本企業の経済力低下］

[ 歴史的価値を持つ景観・文化］

[WELL 認証と日本の歴史的要素の相性］

[「人間自身の健康」に着目した WELL 認証］

－人口減少社会における労働市場の変化－ －研究分野と高度外国人材－ －知的生産性と研究環境－

長期滞在型学術交流施設

文化的景観を取り入れたウェルネスオフィス

a - 

b - 

－敷地選定 : 滋賀県大津市琵琶湖湖畔－

世界の高度外国人材に対して日本を選んでもらうための「日本らしいインセンティブ」を打ち出していかなければならない

計画背景

計画方針 基本計画

01.

02. 03.

我が国の少子高齢化は急速な勢いで進行している。15 歳から 65 歳の生産年

齢人口は 2013 年時点で 8000 万人を割り、2060 年予測では、4418 万人まで

大幅に減少することが見込まれている。

しかし、優秀な高度外国人材は、日本ではなく賃金の高い中国やアメリカ

へ移住してしまうため、高度外国人材だけに焦点を当てて誘致するのでは

なく、留学生の誘致に力を入れることが有効であると考えられている。

留学生誘致された人数の推移を見てみると、日本語教育機関への入学数の伸

び率が圧倒的に多いのに対して大学、大学院への入学率はさほど伸びていな

い。いかに日本を選んでもらうかが高度外国人誘致の焦点となっている。

この WELL 認証における７

つのキーワードは日本の文

化的要素と非常に相性が良

い。日本の自然や歴史、安

全な治安など、日本的な要

素をインセンティブとして

捉え、計画する。

今日では、国境を超えた共通課題である「人間自身の健康」

の改善にも注目が集まっている。環境資源の「持続性」だ

けでなく、人間の「持続性」、つまり入居者が健康であり続

けることこそ、これからの建物に求められることであると

認識され始めた。

　入居者の健康に重点を置いている WELL 認証は、大半の人

が起きている時間の多くを仕事に費やすことから、特にワー

クプレイスにおいて進んで導入されようとしている。より

ストレスの少ない働き方や健康が見直されている現代に合

致した基準である。

2017 年 10 月末時点で、日本国内の全就業者のうち約 51 人に 1 人が外国人

であり、2009 年と比較すると約 2.2 倍も増加している。

この労働力不足の問題によって、日本経済は世

界と大きく離されてしまっている。世界時価総

額ランキングの 30 年間の推移を見ると、平成元

年には上位 50 社中 32 社の日本の企業がランク

インしていたものの、平成 30 年では、上位 50

位以内が 1 社しかランクインしていない。

歴史的にも深いこの場所では、日本初の八景となる近江八景が読まれた地でもある。琵琶湖と自然豊かな山々の

綺麗な風景が昔から重宝されてきた場所。京都・奈良・大阪の関西圏主要都市へのアクセスも非常に良く、研究

者の休暇日には様々なアクティビティを楽しむことができる。

日本経済の発展を目指した高度人材の誘致活動の一環として、留学生の活動の場を広げることを目的とする。将

来の高度人材の卵である彼らに研究発信の場を与えることで、より広がりを持った研究を実現する。

ウェルネスを取り入れる上で豊かな自然環境は欠かせない項目である。光や風、空気、水など、大きな自然循環

の一部となるような研究環境とすることで人間の生物学的なサスティナビリティを高める。

大学や企業、役場それぞれが単体で活動するのではなく、三者それぞれが相互に意思疎通を図りながら最先端技術の研究と

実践を行う環境をつくる。本計画では、三者の中継地点として、様々な活動が織り込まれながらやり取りをする場を設計する。

私たち日本人は古来、様々な知恵を使って豊かな生活を送ってきた。日本家屋にみられる縁側や障子という境界の

在り方は、人間が快適な環境下で生活するための知恵であり、現代における「ウェルネス」との親和性が非常に高い。

研究・開発だけにとどまらず、それを発信していくことを目的とする。施設の性格上、研究施設の内側を知ることはあまり

多くはない。本計画では、それを地域や観光客に発信していくことで、地域の観光産業や周辺施設との連携を進める。

物理的な安全性だけでなく、精神的に安全性の高い研究施設を提案する。Well 認証で定められているテーマを見る

と、「フィットネス」や「こころ」「快適性」など、精神的な安定を重要視していることがわかる。いかに豊かに

生きるかという点で、精神的な安定は欠かせない項目である。

WELL 認証で評価される７つのカテゴリーごとに要素を抽出し、設計に反映する。本計画地である、琵琶湖の自然や周囲の敷地環境と WELL 認証のカテゴリの共通点

を探し、一つ一つ取り入れていく。温暖な気候から生み出される四季折々の自然豊かな表情や、ふすまや縁側など、日本が古来続けてきた外部環境との付き合い方、

物理的にも精神的にも安全な生活環境など、日本的な要素に着目し、抽出する。

主に琵琶湖に関する研究機関が数多く立地し、研究の基

盤となる施設が数多く存在する。

大津市内には歴史的な文化財が数多く現存しており、市

町村単位での国指定文化財保有件数では、京都市、奈良

市に続いて全国 3 位となっている。
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日射の変化を感じる大屋根による研究空間

用途に沿った採光計画

旬を味わうダイニング

琵琶湖の水源を生かした水の段階的利用

WELL 認証における７カテゴリー 日本の文化的要素を取り入れたウェルネスオフィス

大学施設

・京都大学

・同志社大学

・滋賀医科大学

・滋賀短期大学

・京都大学生態学研究センター

・京都大学工学部琵琶湖環境微量汚染制御

  実験室

公共研究機関

・滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

・ビワコ病理研究所

・大津市水再生センター

我が国における人口推移と将来推計

産業別 外国人依存度試算（外国人労働者が多い主な産業）

求められる外国人材のイメージ

3

 高度な専門的知識や技術を有する人材：高度外国人材
 入国管理制度上の在留資格には、通常の就労が認められる資格のほか、高度外国人
材に対し認められる「高度専門職」がある。

 通常の就労資格により就労する外国人

「教授」、「芸術」、「宗教」、「報
道」、「経営・管理」、「法律・会計業
務」、「医療」、「研究」、「教育」、
「技術・人文知識・国際業務」、「企業
内転勤」、「介護」、「興行」、「技
能」

 「高度専門職」

高度外国人材のイメージ

留学生
（高度外国人材の卵）

高度外国人材
（高度専門職)

通常の就労資格

留学生
（高度外国人材の卵）

　　独立行政法人日本学生支援機構「平成 29 年度外国人留学生在籍状況調査結果」

　　健康的なオフィスの新基準、WELL Building Standard とは？

https://www.workersresort.com/jp/design/well1/

　経済産業省　成長戦略における外国人材の活用について -Open for Professionals -

　文部科学省　留学生交流の推進より

　外国人材の我が国への受入れについては、「第 5次
出入国管理基本計画」において、我が国の経済社会に
活力をもたらす外国人を積極的に受け入れていくとい
う方針が示されている。2016 年末時点で、専門的・
技術的分野の在留資格を有して在留している外国人は
271,288 人である。第Ⅲ-4-3-1 図のとおり、近年増加
傾向にあり、2015 年末から 33,246 人増加している。
　2012 年 5 月には、外国人の学歴、職歴、年収等を
点数化し、合計で 70 点以上のポイントを取得した者
を高度外国人材と認定する高度人材ポイント制を導入
した。高度外国人材と認定された者には、在留期間「5
年」の付与、配偶者の就労の許容、親・家事使用人の
帯同の許容、在留歴に係る永住許可要件の緩和等の優
遇措置が付与される。

　また、2015 年 4 月には、高度人材ポイント制に係
る在留資格である「高度専門職」を創設した。「高度
専門職」には、「高度専門職 1号」と「高度専門職 2号」
があり、「高度専門職 1号」に掲げる活動を 3年以上
行うことにより、在留期間が無期限となるなどの更な
る優遇措置が付与される「高度専門職 2号」に移行す
ることが可能となる。高度人材ポイント制導入以降の
認定件数は第Ⅲ-4-3-2 図のとおりである。
　今後、より積極的な受入れを図るため、「日本再興
戦略 2016」（平成 28 年 6 月 2 日閣議決定）においては、
「高度外国人材の受け入れに向けた前向きなメッセー
ジを積極的に発信するとともに、自国外での就労を目
指す高度外国人材にとって我が国の生活環境や本邦企
業の賃金・雇用人事体系、入国・在留管理制度等が魅
力的なものとなるよう、更なる改善を図り、これらの
人材が長期にわたり我が国で活躍してもらえるような
戦略的な仕組みを構築する」こととされており、以下
の取組が実施された。

（1）�「日本版高度外国人材グリーンカード」の創
設及び高度人材ポイント制をより活用しやす
いものとする観点からの要件の見直し

　高度 IT人材など、我が国経済の成長への貢献が期
待される高度な技術、知識を持った外国人材を我が国
に惹きつけ、長期にわたり活躍してもらうためには、

1．外国人材の受入れ

人的投資の推進第３節

第Ⅲ-4-3-1 図　専門的・技術的分野の在留外国人数

資料：�法務省「在留外国人統計」より経済産業省作成。
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第Ⅲ-4-3-2 図　高度人材ポイント制認定件数（累計）の推移

資料：�法務省資料から経済産業省作成。
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2012 年 5 月 7日
制度開始

2013 年 12 月 24 日
改正告示施行

2015 年 4 月 1日
改正告示施行
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[ それぞれの機能による施設配置］

[ 琵琶湖と緑地に開かれた研究環境］

[ ひな壇状にセットバックするオフィス空間］

[ 比叡おろしを取り入れた環境計画］

[ ランドスケープ軸と駅直通軸を引き込んだ配置計画］ [ 研究棟と住居棟の明確な分離］ [ セキュリティレベルによる研究棟配置］ [ 周囲の景観を取り入れた建築形態］

５つの機能ごとにそれぞれ配置する。明確に機能で施設配置することで、セ

キュリティ、公私の切り替え、観光客と研究者の距離感など、互いの距離感

を適度に保つ。

びわ湖と反対側には緑地空間を設け、それぞれに開いた構成とする。より近い距離感で水

と緑を感じることで、リラクゼーション効果を生み出します。

びわ湖側の執務空間をひな壇上にセットバックしさせることで、びわ湖に対して開かれた

執務空間とする。朝日が昇り、夕方に日が落ちるという一日のサイクルを肌で感じること

で体内のサイクルが安定し、より健康的に業務に集中できる環境を整える。

この地特有の局地風である「比叡おろし」を大屋根の足元から、一階の可変ルーバーによっ

て内部に取り入れます。外気を効率よく取り入れることで、ガラスの大屋根空間の空調を

制御します。

地域住民の憩いの場となっている緑のランドスケープと、びわ湖浜大津駅か

ら直通の軸線を建築に取り込むことで、高度外国人と地域住民との日常的な

接点を生み出す。

住居棟と研究棟を対角線上に配置することで、仕事とプライベートの分散を

図る。十分な採光を確保するために南側に住居棟を配置し、逆に北側には、

安定した採光と琵琶湖への景観を取り入れるため、研究棟を配置する。

ランドスケープ軸の最奥部に産学連携のオフィスを配置し、インキュベーショ

ンオフィス、クルーズターミナルを順に配置する。明確に区切ることで安全

な研究環境を提供する。

この研究棟では、琵琶湖側の景観を取り入れるように設計する。美しい円錐

状のシルエットをもつ三上山と古くから信仰の対象とされてきた比叡山、日

本最大の面積を誇る琵琶湖に対して施設の形状を決定する。



研究棟内観　 研究棟展望デッキより琵琶湖を見る

研究棟前の緑地 駅のペデストリアンデッキから琵琶湖を見る

インキュベーション棟住居棟吹き抜け湖岸のランドスケープから続く緑の丘クルーズターミナルより三上山を見る


